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嗚呼玉杯に　̶旧制一高の物語̶　

言
問
通
り

　

左
側
は
東
京
大
学
本
郷
弥
生
キ
ャ
ン
パ
ス

東
京
大
学
農
学
部
正
門

　
か
つ
て
は
旧
制
一
高
の
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
っ
た
・
・

東京大学駒場キャンパス正門

扉には旧制一高のシンボルだった
「柏」の紋章が残る・・・

　
　

　
　
　

第
一
高
等
学
校
・
旧
制
一
高
物
語

本
郷
弥
生
町
か
ら
駒
場
に
移
転
、「
東
大
教
養
学
部
」
に
・・・

 

「
一
高
」
と
い
え
ば
、
か
つ
て
多
数
の
逸
材
を
輩
出
し
た

旧
制
第
一
高
等
学
校
を
指
す
。
そ
の
沿
革
を
み
る
と
、
一
貫

し
て
東
京
大
学
（
旧
東
京
帝
国
大
学
）
の
予
備
校
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
き
た
。

明
治
7
年
（
1
8
7
4
）、 

官
立
東
京
外
国
語
学
校
英
語
科

の
開
校
に
始
ま
り
、
官
立
東
京
開
成
学
校
普
通
科
（
予
科
）

と
合
併
し
て
東
大
の
予
備
門
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
東
大
医

学
部
予
科
を
併
合
、
東
京
法
学
校
予
科
、
東
京
外
国
語
学
校

仏
学
お
よ
び
独
学
科
を
併
合
、
明
治
19
年
（
1
8
8
6
）
帝

国
大
学
令
・
中
学
校
令
に
伴
う
改
正
で
、
工
科
大
学
予
科
を

併
合
、
第
一
高
等
中
学
校
が
生
ま
れ
た
。

明
治
22
年
（
1
8
8
9
）、
一
ツ
橋
か
ら
本
郷
弥
生
町
に

移
転
し
た
（
現
在
の
東
大
弥
生
キ
ャ
ン
パ
ス
）。
当
時
の
木

下
廣
次
校
長
は
学
生
自
治
を
認
め
、
自
治
寮
を
開
設
し
た
。

明
治
27
年
（
1
8
9
4
）
に
は
高
等
学
校
令
に
よ
り
第
一
高

等
学
校
と
な
り
、
修
学
期
間
は
3
年
で
、
帝
国
大
学
の
予
科

と
位
置
付
け
ら
れ
た
。
一
部
は
法
学
・
政
治
・
文
学
、
二
部

は
工
学
・
理
学
・
農
学
・
薬
学
、
三
部
は
医
学
で
あ
っ
た
。

校
長
を
務
め
た
方
の
中
に
は
、
柔
道
を
創
始
し
た
嘉
納

治
五
郎
（
1
8
9
3
年
の
校
長
）、
国
際
的
な
活
動
を
さ

れ
、
英
文
で
「
武
士
道
」
を
著
わ
し
た
新
渡
戸
稲
造
（
校
長

と
し
て
1
9
0
6
〜
13
年
）
ほ
か
著
名
な
方
々
が
目
立
つ
。

1
9
0
1
年
以
降
全
寮
制
が
確
立
さ
れ
、
全
国
か
ら
集
る
エ

リ
ー
ト
の
男
子
が
青
春
を
過
ご
す
自
治
寮
は
、
そ
の
中
核
と

な
っ
て
核
と
な
っ
て
独
自
の
校
風
が
生
ま
れ
た
。
俗
世
間
か

ら
隔
絶
し
た
校
風
を
誇
る
言
葉
が
籠
城
主
義
で
あ
っ
た
が
、

校
長
・
新
渡
戸
稲
造
は
、
籠
城
主
義
が
排
他
的
に
な
り
、
高

慢
に
な
り
が
ち
で
あ
る
と
し
て
諌
め
て
い
る
。

そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
寮
の
ス
ト
ー
ム
（
他
の
部
屋
を
お

そ
っ
て
問
答
を
も
ち
か
け
、
と
き
に
は
説
教
す
る
な
ど
）、

鉄
拳
制
裁
、
デ
カ
ン
シ
ョ
節
を
歌
う
な
ど
は
伝
統
的
な
行
事

と
な
っ
た
。
寮
生
が
作
詞
、
作
曲
し
た
寮
歌
が
生
ま
れ
、
寮

の
紀
念
祭
で
は
各
部
屋
を
思
い
思
い
の
趣
向
で
飾
っ
て
、
学

生
、
招
待
客
と
も
に
楽
し
い
と
き
を
過
ご
し
た
。
1
9
0
2

年
の
第
12
回
紀
念
祭
で
寮
歌
「
嗚
呼
玉
杯
に
花
う
け
て
」
が

初
め
て
発
表
さ
れ
、
寮
歌
を
高
吟
し
、
青
春
を
謳
歌
し
た
。

　
寮
歌
「
嗚
呼
玉
杯
に
・
・
・
」
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一
高
で
起
こ
っ
た
事
件

イ
ン
ブ
リ
ー
事
件 　

1
8
9
0
年
5
月
29
日
、
明
治
学
院

と
の
野
球
試
合
の
開
催
中
に
、
明
治
学
院
の
応
援
に
来
た
神

学
教
師
ウ
ィ
イ
リ
ア
ム
・
イ
ン
ブ
リ
ー
に
投
石
、
負
傷
さ
せ

た
事
件
。

内
村
鑑
三
不
敬
事
件　

1
8
9
1
年
1
月
9
日
、
教
育
勅

語
拝
戴
式
で
講
師
の
内
村
が
敬
礼
し
な
か
っ
た
た
め
、
辞
任

に
追
い
込
ま
れ
た
。

藤
村
操
の
自
殺 　

1
9
0
3
年
5
月
22
日
、
一
高
生
・
藤

村
操
が
「
巌
頭
の
感
」
の
一
文
を
遺
し
、
華
厳
滝
で
投
身
自

殺
し
た
。
哲
学
的
煩
悶
の
た
め
の
自
殺
と
し
て
世
間
に
衝
撃

を
与
え
た
。

謀
反
論
講
演　

大
逆
事
件
の
翌
年
（
1
9
1
1
年
2
月
1

日
）、
弁
論
部
大
会
で
作
家
の
徳
富
蘆
花
が
『
謀
反
論
』
の

講
演
を
行
い
、
学
生
の
感
動
を
呼
ん
び
、
文
部
省
と
の
間
で

物
議
を
か
も
し
た
。

駒
場
へ
の
移
転

昭
和
10
年
（
1
9
3
5
）、
当
時
駒
場
に
在
っ
た
東
京
帝

国
大
学
農
学
部
の
敷
地
と
本
郷
弥
生
町
の
敷
地
と
の
交
換
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
軍
事
色
が
強
ま
っ
て
、
軍
事
教

練
も
始
ま
り
、
自
由
の
気
風
に
も
変
化
が
み
ら
れ
た
。
駒
場

に
向
か
う
さ
い
に
は
、
団
体
行
動
を
も
っ
て
行
軍
し
た
。

学
徒
動
員
が
始
ま
り
、
旧
制
高
校
生
の
青
春
は
大
き
く
揺

れ
た
。
一
高
の
校
長
だ
っ
た
橋
田
邦
彦
は
、
医
学
者
と
し
て
著

名
だ
っ
た
が
、
近
衛
文
麿
、
東
条
英
機
内
閣
の
時
代
に
、
乞

わ
れ
て
文
部
大
臣
を
つ
と
め
、
終
戦
時
に
自
決
し
た
。

戦
後
の
校
長
、
安
倍
能
成
は
漱
石
門
下
で
、
幣
原
喜
重
郎

内
閣
の
文
部
大
臣
と
な
り
、
天
野
貞
祐
は
第
三
次
吉
田
茂
内

閣
の
文
部
大
臣
を
つ
と
め
た
。
矢
内
原
忠
雄
は
内
村
鑑
三
・

新
渡
戸
稲
造
の
弟
子
で
、
一
高
の
校
長
の
の
ち
に
東
大
総
長

と
な
っ
た
。

昭
和
22
年
に
は
東
京
帝
国
大
学
か
ら
東
京
大
学
に
な
り
、
昭

和
24
年
（
1
9
4
9
）、
一
高
は
東
京
大
学
第
一
高
等
学
校
と

名
前
を
変
え
、
間
も
な
く
新
制
東
京
帝
国
大
学
の
教
養
学
部

が
生
ま
れ
た
。
1
9
4
9
年
7
月
か
ら
1
9
5
0
年
3
月
の

間
一
高
と
東
大
教
養
学
部
は
同
居
し
て
い
た
が
、
昭
和
25
年

（
1
9
5
0
）
3
月
を
も
っ
て
、
一
高
は
消
滅
し
た
。

1
8
7
7
年
に
設
立
さ
れ
、
当
時
は
日
本
で
唯
一
の
大
学

だ
っ
た
「
東
京
大
学
」
は
、
1
8
8
6
年
、
帝
国
大
学
令
の
公

布
に
よ
っ
て「
帝
国
大
学
」と
改
称
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、

京
都
帝
国
大
学
（
現
在
の
京
都
大
学
）
が
設
立
（
1
8
9
7
年
）

さ
れ
た
の
で
、
そ
の
と
き
以
来
、
正
式
名
称
が
「
東
京
帝
国

大
学
」
と
な
っ
た
。

第
一
高
等
学
校
か
ら
第
八
高
等
学
校
ま
で
の
各
校
は
、
政
財

官
界
に
卒
業
生
を
送
り
込
み
、
後
発
の
学
校
よ
り
優
位
に
立
っ

た
た
め
、
特
に
ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
以
後

の
高
校
は
ネ
ー
ム
ス
ク
ー
ル
と
呼
ば
れ
た
。

ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
：
第
一
高
等
学
校
が
東
京
大
学
の
教

養
学
部
と
な
っ
た
よ
う
に
、
多
く
は
戦
後
新
制
大
学
が
発
足

し
た
と
き
、
教
養
学
部
、
ま
た
は
文
理
学
部
と
な
っ
て
い
て
、

第
二
高
等
学
校
（
二
高
）
は
東
北
大
学
、
三
高
は
京
都
大
学
、

四
高
は
金
沢
大
学
、
五
高
は
熊
本
大
学
、
六
高
は
岡
山
大
学
、

第
七
高
等
学
校
造
士
館
（
戦
後
は
造
士
館
を
は
ず
す
）
は
鹿

児
島
大
学
、
八
高
は
名
古
屋
大
学
の
一
部
と
な
っ
た
。

ネ
ー
ム
ス
ク
ー
ル
：
新
潟
、
松
本
、
山
口
、
松
山
、
水
戸
、

山
形
、
佐
賀
、
弘
前
、
松
江
、
大
阪
、
浦
和
、
福
岡
、
静
岡
、

高
知
、
姫
路
、
広
島
、
旅
順
（
廃
止
）、
官
立
富
山
各
高
等
学

校
は
、新
制
国
立
大
学
（
最
近
独
立
法
人
と
な
っ
た
）
の
教
養
、

文
理
学
部
と
な
り
、
ま
た
私
立
の
七
年
制
高
等
学
校
と
し
て
、

戦
前
は
名
門
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
武
蔵
、
甲
南
、
成
城
、

成
蹊
高
等
学
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
制
大
学
に
移
行
し
て
い
る
。

宮
内
庁
直
轄
の
学
習
院
の
八
年
制
高
等
科
も
、
旧
制
高
等
学

校
と
似
た
シ
ス
テ
ム
を
も
っ
て
い
た
。

一
高
を
は
じ
め
、
旧
制
高
校
は
、
わ
が
国
の
新
し
い
時
代

を
創
る
魁
け
と
し
て
の
役
目
を
果
た
し
た
。

そ
の
あ
と
東
北
、
九
州
、
北
海
道
帝
国
大
学
が
、
そ
れ
ぞ

れ
1
9
0
7
、1
9
1
0
、1
9
1
8
年
に
設
立
さ
れ
、
京
城
、

台
北
（
と
も
に
日
本
の
敗
戦
に
よ
っ
て
消
滅
）
に
も
帝
国
大

学
が
で
き
た
が
、
1
9
3
1
、1
9
3
9
年
に
は
、
大
阪
、

名
古
屋
帝
国
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
設
立
さ
れ
た
。

東
京
帝
国
大
学
の
初
期
の
こ
ろ
、
教
官
と
し
て
「
大
臣
よ

り
も
高
い
」
俸
給
で
欧
米
の
外
国
人
た
ち
が
雇
わ
れ
、、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
に
倣
い
、
教
科
書
は
原

書
、
授
業
も
ノ
ー
ト
も
答
案
も
外
国
語
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。

そ
の
た
め
専
門
教
育
を
受
け
る
た
め
に
、
ま
ず
英
語
や
ド
イ

ツ
語
等
の
語
学
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
を
身
に
つ
け
る

予
備
教
育
機
関
が
必
要
で
あ
っ
た
。

一
方
明
治
27
年
（
1
8
9
4
）
の
高
等
学
校
令
に
よ
れ
ば
、

旧
制
高
等
学
校
は
、
専
門
学
科
の
教
育
を
行
な
う
と
定
義
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
但
し
書
き
に
よ
れ
ば
、
帝
国
大
学
に
入

学
す
る
た
め
の
予
科
教
育
機
関
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
帝
国

大
学
へ
の
進
学
を
保
証
す
る
制
度
で
あ
り
、
エ
リ
ー
ト
を
つ

く
る
場
で
あ
っ
た
。

旧
制
高
校
は
、
第
一
高
等
学
校
ほ
か
の
五
校
で
は
じ
ま
り
、

学
生
は
英
語
・
ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
の
ど
れ
か
を
専
攻

し
、
一
般
教
養
科
目
を
併
せ
て
履
修
し
た
。
最
終
的
に
は
全

国
に
39
と
な
っ
た
旧
制
高
校
の
中
、
明
治
期
に
創
設
さ
れ
た


